	対象学校
	小学校
	学　年
	第２学年

	単　元　名
	茶臼原カルタを作ろう
	内　容

領　域
	「歴史・伝統と自分」

	単元目標
	関心・意欲・態度
	校区の史跡や昔の話を知り、興味・関心をもつ。

	
	思　考

判　断
	校区の史跡を調べたり昔の話を聞いたりして、自分たちの生活との違いについて考える。

	
	技　能

表　現
	校区の史跡を調べたり昔の話を聞いたりして、自分たちの生活との違いを表現することができる。

	
	知　識

理　解
	校区の史跡を調べたり昔の話を聞いたりして、自分たちの生活との違いを理解することができる。

	単　元

の

意　図
	・　本単元は校区の史跡を調べたり昔の話を聞いたりする体験を通して、昔の生活の様子を知るとともに、自分たちとの生活の違いについて考え、その結果を表現することをねらいとしている。そのため、校区の史跡について調べる学習と昔の話を聞く学習をし、最後にカルタ作りをしてまとめる。

	単元計画
	総時間数
	１５時間

	題　材
	月
	時間
	活　　　動
	留　意　点

	昔の話を聞こう
	６
	５
	· どのような昔の話を聞きたいかを話し合う。

· 昔の話を聞く。

· 家庭や近所の人に聞き取りをする。（各自）

· 昔の話と聞き取りしてきたことをもとに、今と昔の違いについてまとめる。

· まとめたことを発表する。

・　お礼の手紙を書く。
	· 今の生活を考えさせ、その後、昔はどうだったかを話し合わせる。

· 事前に子どもたちの聞きたいことを依頼した地域の方へ連絡しておく。

· 自分の興味のあるものについて、できるだけ詳しく聞いてくるようにさせる。

· まとめ方について、各自で工夫させる。

・　発表後、感想を述べ合うようにさせる。



	昔の生活を体験しよう
	１０
	５
	· どのような体験がしたいかを話し合う。

· 体験する。

· 体験したことをまとめ、発表する。

· お礼の手紙を書く。
	· 地域の方へ協力を依頼し、どのような体験ができるかを打ち合わせておく。

· 今との違いを感じながら体験できるようにする。

· まとめ方について、各自で工夫させる。



	カルタ作りをしよう
	１１


	５
	· カルタ作りの計画を立てる

· 昔の話や聞き取りをして調べたことや体験したことをもとに、カルタ作りをする。

· カルタ大会をする。


	· グループごとに、カルタに書く事柄を選ばせたり、工夫することを話し合わせたりする。

· グループで協力して丁寧に仕上げさせる。

· お世話になった方々を招待する。


	評価規準　　　　　（小学校　第２学年　茶臼原カルタを作ろう）

	題材
	時間
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能・表現
	知識・理解

	昔の話を聞こう
	５
	昔の話を聞いたり調べたりして、茶臼原の人々の昔の生活について興味・関心をもとうとしている。
	昔の話を聞いたり調べたりして、今と昔の違いに気づいたり感想をもったりすることができる。
	聞いたり調べたりしたことをもとに、気づいたことや感じたことを相手にわかりやすく表現することができる。
	昔の話を聞いたり調べたりして茶臼原の昔の様子を知ることができる。

	昔の生活を体験しよう
	５
	自分が体験する昔の生活に興味・関心をもとうとしている。
	体験をもとに、昔の生活の様子について気づくとともに、別の体験をした友だちの発表を自分と比べながら聞くことができる。
	体験したことをもとに、気づいたことや感じたことを相手に分かりやすく表現することができる。
	体験を通して、昔の生活の様子を知るとともに、分かったことを説明することができる。

	カルタ作りをしよう
	５
	カルタ作りに興味・関心をもって取り組み、カルタ大会に楽しんで参加している。
	聞いたり体験したりした事柄の中から、カルタ作りに使う事柄を選ぶことができる。
	昔の話や体験したことを、工夫してカルタに表現することができる。
	カルタの作り方を理解することができる。

	本時の授業
	時数
	６～１０ ／１５

	題材名
	昔の生活を体験しよう

	ねらい
	昔の生活を体験し、自分たちの生活との違いに気付くことができる。

	学習過程

	学習内容・児童生徒の活動
	予想される児童生徒の反応
	教師の手立て・評価方法

	１　学習内容を確認し、昔のどんな生活を体験したいかを話し合う。
　○　学習内容を確認する。

　
　
○　昔のどんな生活を体験したいかを話し合って決める。
	· 昔の生活を体験してみたいなあ。
・　どんな体験ができるのかなあ。
	· 茶臼原の昔のどんな生活が、どこで体験できるかをあらかじめ調べておく。
・　１学期の「昔の話を聞こう」での学習を想起させ、児童が興味関心をもって体験学習に臨めるようにする。
◎　話し合う様子を観察して評価する。


	２・３　昔の生活を体験する。

· 昔の生活を地域の方を招いて教わりながら体験する。


	· 今の生活とどんな違いがあるかなあ。
・　
	· 事前に子供たちの体験したいことを、依頼した地域の方や施設に伝えておく。
· 体験している様子を観察して評価する。


	４　昔の生活を体験して気付いたことや思ったことをまとめる。
	· どんなまとめ方をすれば、分かりやすくなるかなあ。
· 丁寧に仕上げよう。


	· まとめ方については、各自で工夫させる。

· 作業中の観察と出来上がったものの内容で評価する。


	５　まとめたことを発表する。

　　
お礼の手紙を書く。
	· 気付いたことや思ったことがうまく伝わるように発表しよう。

· 他の体験をした友だちはどんなことに気付いたのだろう。

・　昔の生活を体験して、感じたことや思ったことをきちんと伝えよう。
	· 発表後に感想を述べ合うようにさせる。

· 発表の態度や聞く態度を観察して評価する。

◎　書いた手紙で評価する。


	本時の授業
	時数
	１１～１５ ／１５

	題材名
	カルタ作りをしよう

	ねらい
	昔の話を聞いたり昔の生活を体験したりして、分かったことを「茶臼原カルタ」にしてまとめる。

	学習過程

	学習内容・児童生徒の活動
	予想される児童生徒の反応
	教師の手立て・評価方法

	１　学習内容を確認し、カルタ作りの計画を立てる。

　○　学習内容を確認する。

　
　
○　カルタ作りの計画を立てる。
	・　どんなカルタを作ろうかなあ

・　何のことをカルタにしようかなあ。

・　どんな工夫をすればよいかなあ。
	· 今までの学習を、写真やビデオを使って想起させ、児童が意欲をもってカルタ作りに取り組めるようにする。

・　今までの学習をもとに、カルタにしたい事柄を考えさせ、それぞれが選んだ事柄を考慮したグループを作る。
・　どんな工夫をすればよいかをグループで話し合わせる。
◎　カルタにしたい事柄を選ぶ様子やグループでの話し合いの様子で評価する。

	２・３　カルタ作りをする。

	・　どんな言葉にしようかなあ。
・　丁寧に仕上げよう。
	· グループで協力し合って、絵札と字札を作らせる。
※　札の準備
· 作業している様子を観察して評価する。



	４　お世話になった地域の方を招いて、カルタ大会をする。
	· 地域の方と一緒にカルタを楽しもう。

	· 地域の方を交えた場作りを工夫する。

· カルタをしている様子を観察して評価する。


	５　今までの学習を振り返る。
	· 茶臼原の昔のことがよくわかったなあ。
· もっと茶臼原や西都のことを知りたいなあ。

	· 今までの学習を振り返っての感想を書かせ、発表させる。
· 発表の態度や聞く態度を観察して評価する。















































































昔の茶臼原の生活を体験しよう。








茶臼原カルタを作ろう。
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